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研究成果の概要（和文）：インド・太平洋の温帯～熱帯域を中心に分布するハタ科ヒメコダイ属の分類学的研究
を行った。本属は、近年の分類・遺伝学的研究の進歩により、従来知られていたよりもはるかに種多様性に富む
ことが判明したものの、網羅的な分類学的再検討が行われておらず、正確な種同定が困難と考えられていた分類
群である。本研究では、19名義種のタイプ標本・原記載と分布域広域から採集された一般標本を調査した結果、
すべての名義種が有効種であることが明らかになった。また、本研究により西部太平洋域から3未記載種が発見
された。本研究では多数の標本に基づく形態・遺伝学的解析によりヒメコダイ属が単系統であることを確認し
た。

研究成果の概要（英文）：A taxonomic study of the genus Chelidoperca (family Serranidae), which is 
mainly distributed in the temperate to thermal zones of the Indo-Pacific Ocean was conducted. In 
this study, all available type specimens and original descriptions of 19 nominal species and 
non-type specimens collected from a wide distributed range were examined and all nominal species are
 found to be valid species. In addition, three undescribed species from the western Pacific were 
discovered through this study. Of which two new species from Vietnam and Japan were described with 
the cooperation of international researchers. In this study, morphological and genetic analyses 
based on a large number of specimens confirmed that the genus Chelidoperca is monophyletic.

研究分野： 魚類分類学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究対象であるヒメコダイ属は水産的にも重要なハタ科に属する魚類で，一部の種は水産的に利用され，未利用
資源としての可能性もある．しかし，過去にタイプ標本の調査を含む網羅的な分類学的再検討は一度もなされて
おらず，そのような研究は急務であった．本研究により，属内の分類学的な整理が完遂され，分類にかんする情
報が不足していた一部の種の有効性も解明された．また，本属魚類の分布パターンや姉妹群にあたる同科他属と
の関係やヒメコダイ属の単系統性が検証あれた．本研究の成果は，本属魚類を対象とした水産学を含むあらゆる
応用研究に基礎的なデータ・種同定の際の資料として貢献することが期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ハタ科ヒメコダイ属魚類（Serranidae: Chelidoperca）は、日本およびベトナムやフィリピンな
ど東南アジア諸国を中心として食糧資源とされる。ハタ科魚類は高値で取引されることから、日
本を含めて多くの国で高級魚とされ、きわめて重要な水産資源となっている。これまでにハタ科
は、原生魚類の大半が所属するスズキ目スズキ亜目の中でもひじょうに大きな分類群であり、こ
れまでに本科として記載された種は 1000 種を越える。ハタ科はスズキ亜目の中で主要なグルー
プであるため、本科を対象とした系統学的研究が盛んに行われてきた。核 DNA に基づく最新の
研究では、従来のハタ科は多系統であり、マハタ亜科（Epinephelinae）とハナダイ亜科（Anthiinae）
からなるクレードは、ヒメコダイ属が含まれるセルラヌス亜科（あるいはヒメコダイ亜科）
（Serraninae）のクレードと遺伝的に異なり、別の科とすべきほどの著しい差異があることが示
された。このようにハタ科魚類は社会・学術的に関心の高いグループであり、とくにヒメコダイ
属の系統学的位置づけが注目されている。 
 しかし、ヒメコダイ属魚類の分類・系統学的研究は著しく遅れている。ヒメコダイ属魚類は、
過去 2 世紀の間にわずか 10 種しか記載されていないが、網羅的な分類学的再検討（taxonomic 
revision）は過去に一度も行われていない。そのため、種を同定するための特徴や名義種の異名
関係に不明な点が多く、現状では正確な種同定が不可能である。セルラヌス亜科内でのヒメコダ
イ属の系統学的位置づけを明らかにすることで、本亜科の多様性と進化のプロセスを明らかに
することができる。 
 
 
２．研究の目的 
 ハタ科ヒメコダイ属魚類は分類学的に混乱しており、各種を同定するための分類形質が不明
で、現状では正確な種同定が不可能である。ハタ科魚類は水産重要種であり、また近年系統学的
に注目されている本属の分類学的研究は急務といえる。本研究課題では、形態・分子形質に基づ
き、ヒメコダイ属魚類を対象として、種レベルの分類を包括的に再検討することを研究目的とし
た。 
 本研究課題ではハタ科ヒメコダイ属魚類を対象として、（１）種レベルの分類を包括的に再検
討すること、（２）本属のセルラヌス亜科内での単系統性と系統的位置づけを明らかにすること
の 2 点を研究目的とした。まず（１）を達成することで、ヒメコダイ属の各種を正確に同定した
上で本属の再定義が可能になる。そして、（２）によりヒメコダイ属とその近縁属の系統関係を
明らかにすることによってセルラヌス亜科魚類の進化のプロセスを検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 （１）種レベルの分類学的検討：国内外の博物館等研究機関に所蔵されているヒメコダイ属魚
類の液浸標本、および申請者自身のサンプリング調査で得られる標本を材料とし、各種の分布域
を網羅できるように収集する。全ての標本について、ヒメコダイ属の特徴に合わせて採用した 65
項目の計数・計測形質（鱗の枚数や鰭の長さなど）、頭部の棘の状態、および色彩などの外部形
態や、浮袋の形態など内部形態を精査し、分類形質となる特徴はスケッチする。多数の一般標本
に基づく精査からヒメコダイ属の各種を特徴づける分類形質を明らかにした上で、国外の博物
館等機関に所蔵されているヒメコダイ属に属する全ての名義種のタイプ標本の比較検討を行い、
各名義種の有効性および異名関係を決定する。分類学的研究の過程で未記載種が発見された場
合は記載して学名を与える。命名法的行為は国際動物命名規約にしたがう。 
 
 （２）ヒメコダイ属の系統学的位置づけの解明：（１）形態形質に基づく解析：ヒメコダイ属
およびセルラヌス属各種の透明化二重染色標本を材料として、骨格や筋肉など形態形質の比較
観察する。また、骨格の観察には軟 X 線写真も併用する。得られた種‐形質のデータセットを
用いて解析を行う。（２）分子形質に基づく解析：分子解析に用いる DNA サンプルは、生鮮時
に魚体から採取して 99 %アルコールに保存した肉片から抽出する。ミトコンドリア DNA と核
DNA に基づく系統解析を行う。 
 
 
４．研究成果 
 （１）種レベルの分類学的検討：ヒメコダイ属魚類の分類学的研究は、1982 年に出版された
論文の時点で 5 種が知られているのみであった。その後、2013 年にインド洋から 1 新種が記載
されるまで、長い空白期間があったが、これを皮切りに本研究課題を開始した 2021 年度までの
わずか 8 年間に 11 新種が記載された。また、長らくセルラヌス属と考えられていた東大西洋に
分布する 1 種がヒメコダイ属に帰属することが指摘された。 



 本研究課題では，国内外の博物館等研究
機関での標本調査・標本借用，および国内
各地やマレーシアでのサンプリングにより
ヒメコダイ属魚類の 451 標本を調査した．
これらの標本を形態・遺伝学的に比較検討
した結果，23 種に同定することが適切であ
ると結論づけた．さらに，本属のすべての
名義種のタイプ標本と原記載と比較し，研
究課題を開始する時点で有効種と考えられ
てきた既知の 20 名義種は，そのすべてが有
効種であることを確認した．なお，海産魚
類では過去のすべての名義種が有効で，シ
ノニムが存在しないことは比較的珍しい．
一部の種をのぞいて，採集されることが困
難であることが理由かもしれない．同様に，
本研究課題の過程で，新種として記載した
2 種 の う ち キ ホ シ サ ザ レ ヒ メ コ ダ イ
Chelidoperca pulchella sp. nov. 
Matsunuma, Tachihara, Hirasaka and 
Motomura, 2023 は（右図），唯一しられる 
3 個体のタイプ標本がいずれも深海釣りで採集されている．底曳網で採集しにくい環境に生息し
ている種は，採集方法がきわめて限定される．Chelidoperca margaritifera Weber, 1913 は，ニュ
ーギニアで得られたホロタイプ 1 個体だけに基づき新種として記載されて以降，追加の記録が
一切報告されていなかった．本研究課題での網羅的な標本調査においても，追加の標本は確認で
きなかった．一方で，本名義種のホロタイプを調査したところ，複数の形質で他の名義種からは
明確に識別でき，有効種であることが明らかになった．最近，オーストラリアの研究者が C. 
margaritifera に近似する標本をインドネシアで得えており，現在，検討中である． 

 本研究課題で確認したヒメコダイ属全種の分布
域を左の表に示した．大半の種が太平洋域に分布し，
インド-太平洋に広域分布する種は少ない．また，
大 西 洋 東 部 （ ア フ リ カ 西 岸 ） に 分 布 す る
Chelidoperca africana Cadenat, 1960 は本属のなか
では異例で，大西洋に分布する姉妹群であるセルラ
ヌス属との系統関係を考える上で重要といえる． 
 なお，研究期間内に検討した未記載種と考えられ
る種については，現在も投稿論文を複数準備してい
る．これらの結果に基づき，ヒメコダイ属全種につ
いて学名と分類形質の把握はほぼ完了している．一
方で，懸念として，海外の研究者との協力体制の構
築があげられる．前述のとおり，本属の分類学的研
究は，この 10 年で急速に進歩したが，これは複数
の研究者が参画しているためで，研究者間での不要
な競合がデメリットとしてて顕在化している．コロ
ナ禍までは，研究者代表者と競合関係にある研究者
との間で複数回の協議を行い，本属魚類の研究を円
滑に進めるための役割分担についての合意を形成
できつつあった．しかし，コロナ禍に突入し，約 2
年間の間で研究が停滞した上，研究者の退職なども
あり，状況が変化した．本属の分類学的再検討に関
する論文を出版し，網羅的な種の検索表を提示する
には，それら研究者との研究体制をもう一度，構築
し，現状を把握することが必要であると考えている． 
 （２）分子形質に基づく解析：ヒメコダイ属とセ
ルラヌス属のタイプ種を含めて各種の形態・遺伝学
的解析を行い，それぞれの単系統性を確認した．ま
た，外部・内部形態の識別形質を明らかにした．一
方，セルラヌス亜科内の系統解析は研究期間内に完
了することができなかったため，亜科内の系統的位
置や進化プロセスを十分に議論することができな
かった．解析は現在も継続して進めており，今後は
サンプル数などを充実させ，検討が終了した段階で
速やかに学術論文として公表したい． 

 

本研究課題で認めた 
ヒメコダイ属各種 

分布 

C. africana 東大西洋 

C. cerasina 太平洋中部 

C. formosa 太平洋北西部（台湾） 

C. lecromi 太平洋中部 

C. pleurospilus 西太平洋 

C. flavolineata インド洋南東部 

C. hirundinacea 西太平洋 

C. barazeri 西太平洋 

C. flavimacula アンダマン海 

C. margaritifera ニューギニア 

C. microdon 太平洋中部 

C. myathantuni アンダマン海 

C. occipitalis インド洋 

C. tosaensis 西太平洋 

C. investigatoris インド洋 

C. leucostigmata 太平洋中部 

C. maculicauda インド洋 

C. santosi 西太平洋 

C. stella アンダマン海・西太平洋 

C. pollux 南シナ海（ベトナム） 

C. pulchella 太平洋北西部 

本研究課題中に新種として記載した 2 種．上：Chelidoperca 
pulchella（沖縄島）．下：Chelidoperca pollux（ベトナム） 
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